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第19号 小高区地域振興課

お だ か ぐ ら し 担 当

TEL: 0244-44-6716

（書き手：蒔田志保）

小高区井田川に拠点を持つ「みさき未来」では今回で8年目のコットン栽培を

迎え、6月1日に大人28人＋子ども11人＋ワンちゃん1匹が種まきに参加🐶✨

今年は新しい試みとして、ヘアリーベッチという花をしきわら状にした畑にも

種をまきました。これには雑草が生えるのを抑制する効果があるそうで、花を

かき分け、種まきをする貴重な体験をしました。子どもたちは「楽しかっ

た！」、大人は「オーガニックコットンという貴重な素材に感謝しながら達成

感のある体験をさせてもらいました」と素敵な思い出ができたようです。みさ

き未来の方は、「国内自給率がほぼ0％の綿の農業体験を幅広い年代に体験し

てほしい」と言われていたので、市内外問わず、より多くの方々にこの体験を

してほしいと思いました。収穫は10月末ごろを予定しているので、種まきに参

加できなかった方は収穫体験へ気軽に参加してみてはいかがでしょうか？

オーガニックコットン種まき体験

👈みさき未来の
Instagram

👈コットン商品

制作会社のInstagram

子どもも真剣に作業

ヘアリーベッチをしいた畑

作業よりも
虫取りに夢中な

子どもたち

海と山に囲まれ、気持ちよい風が吹く
井田川地区の「ブルーベリーパーク ぴぽぱ」が今年も開園！
摘み取り体験やひんやりスイーツを約2カ月間楽しめます。
行ってみたいとは思いながらも、訪ねるチャンスを逃していた私......
今年こそはと、開園初日の6月15日にいってきました。

ブルーベリーパークにずらりと並ぶ鉢の数は
500鉢、19種類の品種が育てられています。
味わいや粒の大きさ、色が異なり、順番に色づくそう。
この日は、4種類のブルーベリーが食べごろ。皮をむかずにパクパク食べられるので、
3歳の息子も次々と手を伸ばし、「あま～い！」と大はしゃぎ。
無農薬栽培なので、安心して食べさせられるのも嬉しいポイントです。
お土産にバケツいっぱいのブルーベリーを摘み取り、帰る前にはカフェでひと休み。
新メニューのかき氷は、口の中で溶けるとまるでアイスのようになめらかで、
この食感はぜひ、試してみてほしいです！
残りの15品種も制覇すべく、この夏は家族でぴぽぱに通いたいと思います。

【ブルーベリーパーク ぴぽぱ】
摘み取り体験：大人2000円、小人1500円（税込）※3歳以下は無料
所在地：福島県南相馬市小高区井田川字西迫137-1
TEL：0244-26-6830
※ブルーベリー狩りは要予約

👈食べごろの実は、

ポロっと簡単にとれる

100g432円で持ち帰れる。
バケツ一杯で400gくらいでした👉

オーナーの渡邊夫妻はとてもフレンドリー！👆

以下 書き手🖊

おだかぐらしコンシェルジュ
本田 奏

コットンの種は
ふわふわ

詳しくは右の二次元コードからご確認ください◎
ホームページからのご予約で入園料200円オフ✨



✨

次回は、第20号/9月15日ですおだかぐらし担当より

6月4日に鹿島区・シャンシャンウォーキングのみなさん（参加者11人）が「おだか

るさんぽ」を体験しました。一緒にまち歩きをしたのは、数年前に小高に移住して

きた野口福太郎さん（小高ワーカーズベース勤務）。

野口さんの地元ならではの話を交えながら、小高の主要スポット（小高駅前通り、

小高川沿いなど）を歩きました。

参加した方は、普段は車で通りすぎていた通りにも新しいお店があることに驚いて

いたり、テレビ番組で見たiriser(イリゼ)のアクセサリーを実際に手に取り、感動

していました。さんぽ後には「次回は商品を買ってみたいです」「今度は夫と来た

いです」「新しい小高を知ることができました」と感想をいただき、小高を楽しん

でもらえたのではないかと思います◎

おだかるさんぽを体験したい！という方は「小高交流センター（Tel📞0244-32-

1124）」までお気軽にお問合せください♪

おだかるさんぽ☀

今月号からリレー方式のインタビュー企画がスタート！
小高の日常を楽しんでいる地域の方にフォーカスし、インタビューしていきます。

小高区在住 / 大阪府出身

２０21年 友人からのご縁で小高へ訪問・移住
現 在 株式会社つむぎ代表 （まちのIT屋さん）

小高ストアのサポート

Ｑ. 移住直後と今で、仕事面で何が変わりましたか？

移住直後は、行政区の方と協力をして防災アプリ作成や、東京にあるシステム会社の仕事をしていました。
人と繋がっていくことが好きなので、小高の色々なイベント・場所に顔を出し、人と話して、次に会う人を
紹介してもらう「わらしべ長者方式」でたくさんの人に会ってきました。
現在は小高ストアの経営サポート・事業立ち上げのサポートや、農地を借りて農業を始める準備をしていま
す。家族のいる未来が豊かになるように、「百姓プラットホーム」を作りたいと思っています。働きながら
お米や野菜を作るという”兼業農家”が理想だなという話も林勝典さん（元行政区長）と盛り上がりました。

Ｑ.小高の好きなところはどこですか？

「香音珈琲」です☕運営している佐藤ご夫妻がとても素敵で、ぼーっとできて落ち着く場所なので、月に
何度も行きます。何かもやもやした時、リフレッシュしたい時におすすめの場所です！
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Ｑ.移住検討者や移住者へメッセージをお願いします！

小高はチャレンジのまちで、住んでいる人が優しく、
相談できる環境はあるけれども、それに甘えすぎないこと。
自分のやりたいこと・想いをぶらさずにやっていくと良いと思います！

小高ワーカーズベースにて

小高駅前をさんぽ

憲法学者 鈴木安蔵生家を訪問

次回は…玉沢さんからご紹介の方に
インタビューします！

お楽しみに～☺

暑い日が続いていますが、
熱中症対策をして元気に過ごしましょう👒

憲法学者 鈴木安蔵生家（南相馬市小高区仲町１丁目６７）が
毎週火曜日10-12時頃まで開放中！
緑の旗がオープンの目印です🏁

＜問い合わせ窓口＞
「鈴木安蔵を讃える会」会長 志賀勝明さん
Tel：090-9530-5524

大正後期に建設した
風情ある建物とお庭→

お気軽に足をお運びください◎


